
 

 

 

令 和 ７ 年 第 ５ 回 

筑 紫 野 市 議 会 定 例 会 

 

 

 

提案内容補足説明書 
 

 

 

 

 
筑 紫 野 市 

令和７年８月２９日提案 



（余白） 



令和７年第５回筑紫野市議会定例会議案提案内容補足説明目次 

 

報告第１０号 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） -- ５ 

議案第４８号 筑紫野市印鑑条例及び筑紫野市行政手続における特定の個人を識 

        別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用 

        及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制 

        定について -------------------------------------------------- ９ 

議案第４９号 筑紫野市職員の育児休業等に関する条例及び筑紫野市職員の勤務 

        時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について- １９ 

議案第５０号 筑紫野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について- ２９ 

議案第５１号 工事請負契約の締結について -------------------------------- ３１ 

議案第５２号 令和７年度筑紫野市一般会計補正予算（第５号）について ------ ３３ 

議案第５３号 令和７年度筑紫野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

について -------------------------------------------------- ３５ 

議案第５４号 令和７年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計補正予算（第１号） 

       について -------------------------------------------------- ３７ 

議案第５５号 令和７年度筑紫野市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）に 

ついて ---------------------------------------------------- ３９ 

議案第５６号 令和７年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１ 

号）について ---------------------------------------------- ４１ 

 

- 3 -



（余白） 
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  提案内容補足説明書 
報告番号 第１０号 建設部 建築課 

議 案 名 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） 

（ 説 明 ） 

令和６年１２月２６日（木）午前９時３５分頃、筑紫野市大字下見５８５番地付近

の車道上において発生した物損事故の損害賠償の額を定めることについて、専決処分

の承認をお願いするものです。 

詳細については、別紙「公用車事故に関する報告書」のとおりです。 
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公用車事故に関する報告書 
 

 

１ 事故発生日時   令和６年１２月２６日（木） 午前９時３５分頃 
 

２ 事故発生場所   筑紫野市大字下見５８５番地付近 

 

３ 公用車運転者   建設部建築課職員 
 

４ 相  手  方   法人（市外所在） 

 

５ 事故の概 要   現場打合せのため、筑山中学校へ入ろうとしたところ、正

門が閉じていたため、元の車線に戻ろうとした際、追い越

ししてくる車両に気づかずに右側後方部に接触した。 

 

６ 相手方の被害状況 右側後方部のドア及びフェンダーの凹み・塗装はく離 
 

７ 事故賠償 額   金１１５，０００円 

 

８ 添 付 書 類   ・事故現場位置図 
           ・事故現場状況図 
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 事故現場位置図  

 

  

事故発生位置 
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筑山中学校

正門

筑山中学校前
 　交差点

事故現場状況図
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       提案内容補足説明書   （ＮＯ１） 
議案番号 第４８号 企画政策部 企画政策課 

議 案 名 筑紫野市印鑑条例及び筑紫野市行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の

利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

（ 説 明 ） 

地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和 3年法律第 40 号）に基づき、

標準化基準に適合する基幹業務システムへの移行を令和７年度末までに実施する予定

となっております。 

システムの標準化に伴い、印鑑登録の廃止に伴う手続きが一部変更となることから、

廃止の手続きについて規定している条例を改正するものです。 

併せて、標準化したシステムでは住民登録されていない者を管理するための機能を

実装することとなりますが、当該機能を利用する事務は個人番号の独自利用に該当す

ることから、独自利用事務を規定する条例を改正するものです。 

 

新旧対照表：別紙のとおり 
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筑
紫
野
市
印
鑑
条
例
新
旧
対
照
表
(第

1条
関
係
) 

新
 

旧
 

(登
録
申
請
の
確
認
) 

(登
録
申
請
の
確
認
) 

第
4条

 
(略

) 
第
4条

 
(略

) 

2 
(略

) 
2 

(略
) 

3 
前
2項

の
確
認
が
で
き
な
い
と
き
、
前
項
の
照
会
に
対
し
規
則
に
定
め
る
期

間
内
に
回
答
書
の
持
参
が
な
い
と
き
、
登
録
申
請
が
本
人
の
意
思
に
基
づ
か

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
又
は
市
長
が
不
適
当
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
申
請
を
受
理
で
き
な
い
。
 

 

3 
前
二
項
の
確
認
が
で
き
な
い
と
き
、
前
項
の
照
会
に
対
し
規
則
に
定
め
る

期
間
内
に
回
答
書
の
持
参
が
な
い
と
き
、
登
録
申
請
が
本
人
の
意
思
に
基
づ

か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
又
は
市
長
が
不
適
当
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
申
請
を
受
理
で
き
な
い
。
 

 

(登
録
廃
止
の
届
出
) 

(登
録
廃
止
の
届
出
) 

第
10
条
 
(略

) 
第
10
条
 
(略

) 

2 
前
項
の
届
出
は
、
第
3条

第
2項

＿
＿
＿
＿
_の

規
定
を
準
用
す
る
。
 

 

2 
前
項
の
届
出
は
、
第
3条

第
2項

及
び
第
4条

の
規
定
を
準
用
す
る
。
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筑
紫
野
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
 
 
 
 

の
提
供
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
(第

2条
関
係
) 

新
 

旧
 

(個
人
番
号
の
利
用
範
囲
) 

(個
人
番
号
の
利
用
範
囲
) 

第
4条

 
法
第
9条

第
2項

の
条
例
で
定
め
る
事
務
は
、
別
表
第
1の

左
欄
に
掲
げ

る
機
関
が
行
う
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
事
務
、
別
表
第
2の

左
欄
に
掲
げ
る
機

関
が
行
う
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
、
市
長
又
は
教
育
委
員
会
が
行
う
特

定
個
人
番
号
利
用
事
務
並
び
に
市
長
又
は
教
育
委
員
会
が
第
4項

に
規
定
す
る

住
登
外
者
宛
名
情
報
を
利
用
し
て
行
う
法
別
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務
及
び

法
第
9条

第
1項

に
規
定
す
る
準
法
定
事
務
と
す
る
。
 

第
4条

 
法
第
9条

第
2項

の
条
例
で
定
め
る
事
務
は
、
別
表
第
1の

左
欄
に
掲
げ

る
機
関
が
行
う
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
事
務
、
別
表
第
2の

左
欄
に
掲
げ
る
機

関
が
行
う
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
及
び
市
長
又
は
教
育
委
員
会
が
行
う

特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
_と

す
る
。
 

2・
3 

(略
) 

2・
3 

(略
) 

4 
市
長
又
は
教
育
委
員
会
は
、
法
別
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務
又
は
法
第
9条

第
1項

に
規
定
す
る
準
法
定
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
、
市
の

事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
利
用
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
機
能
で
あ
っ
て
住
登

外
者
(
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
)を

特
定
す
る
固
有
の
番
号
を
付
し
、
管
理
す
る
も
の
(以

下
「
住
登
外

者
宛
名
番
号
管
理
機
能
」
と
い
う
。
)に

よ
る
住
登
外
者
の
情
報
の
管
理
に
関

す
る
情
報
(以

下
「
住
登
外
者
宛
名
情
報
」
と
い
う
。
)で

あ
っ
て
自
ら
が
保

有
す
る
も
の
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(新
設
) 

5 
(略

) 

 

4 
(略

) 

 

別
表
第
1(
第
4条

第
1項

関
係
) 

別
表
第
1(
第
4条

第
1項

関
係
) 

機
関
 

事
務
 

 

機
関
 

事
務
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新
 

旧
 

（
略
）
 

10
 
市
長
 

筑
紫
野
市
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
掛
金
の
補
助
に
関
す

る
条
例
(昭

和
45
年
筑
紫
野
町
条
例
第
18
号
)に

よ
る
心
身
障

害
者
扶
養
共
済
制
度
の
掛
金
補
助
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の
 

11
 
市
長
 

住
登
外
者
宛
名
番
号
管
理
機
能
に
よ
る
住
登
外
者
の
情
報
の

管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
 

12
 

教
育

委
員
会
 

住
登
外
者
宛
名
番
号
管
理
機
能
に
よ
る
住
登
外
者
の
情
報
の

管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
 

 

（
略
）
 

10
 
市
長
 

筑
紫
野
市
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
掛
金
の
補
助
に
関
す

る
条
例
(昭

和
45
年
筑
紫
野
町
条
例
第
18
号
)に

よ
る
心
身
障

害
者
扶
養
共
済
制
度
の
掛
金
補
助
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の
 

    

  

別
表
第
2(
第
4条

第
1項

及
び
第
2項

関
係
) 

別
表
第
2(
第
4条

第
1項

及
び
第
2項

関
係
) 

機
関
 

事
務
 

特
定
個
人
情
報
 

1
 

市

長
 

筑
紫
野
市
子
ど
も
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条

例
に
よ
る
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
事

務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
法
(
昭
和
2
5
年
法
律
第
2
2
6

号
)
そ
の
他
の
地
方
税
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
算

定
し
た
税
額
又
は
そ
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
事
項
に
関
す
る
情
報
(
以
下
 

 

機
関
 

事
務
 

特
定
個
人
情
報
 

1
 

市

長
 

筑
紫
野
市
子
ど
も
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条

例
に
よ
る
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
事

務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
法
(
昭
和
2
5
年
法
律
第
2
2
6

号
)
そ
の
他
の
地
方
税
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
算

定
し
た
税
額
又
は
そ
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
事
項
に
関
す
る
情
報
(
以
下
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新
 

旧
 

 
 

「
地
方
税
関
係
情
報
」
と
い
う
。
)

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

2
 

市

長
 

筑
紫
野
市
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
に
よ
る
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

3
 

市

長
 

筑
紫
野
市
重
度
障
が
い

者
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
に
よ
る
重
度

障
が
い
者
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

4 
市
 

生
活
に
困
窮
す
る
外
国
 
（
略
）
 

 

 
 

「
地
方
税
関
係
情
報
」
と
い
う
。
)

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
 

2
 

市

長
 

筑
紫
野
市
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
に
よ
る
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

3
 

市

長
 

筑
紫
野
市
重
度
障
が
い

者
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
に
よ
る
重
度

障
が
い
者
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

4
 

市

長
 

生
活
に
困
窮
す
る
外
国

人
に
対
す
る
生
活
保
護

法
に
準
ず
る
保
護
の
決

定
及
び
実
施
、
就
労
自
 

（
略
）
 

住
民
基
本
台
帳
法
(
昭
和
4
2
年
法
律

第
8
1
号
)
第
7
条
第
4
号
に
規
定
す
る
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新
 

旧
 

長
 

人
に
対
す
る
生
活
保
護
法

に
準
ず
る
保
護
の
決
定
及

び
実
施
、
就
労
自
立
給
付

金
の
支
給
、
保
護
に
要
す

る
費
用
の
返
還
又
は
徴
収

金
の
徴
収
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る

も
の
 

住
民
基
本
台
帳
法
(
昭
和
42
年
法
律

第
81
号
)
第
7
条
第
4
号
に
規
定
す
る

事
項
(
以
下
「
住
民
票
関
係
情
報
」

と
い
う
。
)
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

5
 

市

長
 

筑
紫
野
市
地
域
生
活
支

援
給
付
費
の
支
給
に
関

す
る
規
則
に
よ
る
地
域

生
活
支
援
給
付
費
の
支

給
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の
 

（
略
）
 

住
民
票
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

6
 

市

長
 

筑
紫
野
市
障
が
い
者
更

生
訓
練
費
支
給
規
則
に

よ
る
障
が
い
者
更
生
訓

練
費
支
給
に
関
す
る
事

務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

 

 
立
給
付
金
の
支
給
、
保

護
に
要
す
る
費
用
の
返

還
又
は
徴
収
金
の
徴
収

に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の
 

事
項
(
以
下
「
住
民
票
関
係
情
報
」

と
い
う
。
)
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の
 

5
 

市

長
 

筑
紫
野
市
地
域
生
活
支

援
給
付
費
の
支
給
に
関

す
る
規
則
に
よ
る
地
域

生
活
支
援
給
付
費
の
支

給
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の
 

（
略
）
 

住
民
票
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

6
 

市

長
 

筑
紫
野
市
障
が
い
者
更

生
訓
練
費
支
給
規
則
に

よ
る
障
が
い
者
更
生
訓

練
費
の
支
給
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

7 
市

長
 

筑
紫
野
市
高
齢
者
等
住

宅
改
造
費
助
成
事
業
実
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で
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新
 

旧
 

7
 

市

長
 

筑
紫
野
市
高
齢
者
等
住

宅
改
造
費
助
成
事
業
実

施
要
綱
に
よ
る
高
齢
者

等
住
宅
改
造
費
助
成
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

8
 

市

長
 

筑
紫
野
市
小
児
慢
性
特

定
疾
病
児
童
等
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
小
児
慢
性

特
定
疾
病
児
童
等
日
常

生
活
用
具
給
付
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

9
 

市

長
 

筑
紫
野
市
日
常
生
活
用

具
費
の
支
給
に
関
す
る

規
則
に
よ
る
日
常
生
活

用
具
費
の
支
給
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

（
略
）
 

住
民
票
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

 

 
施
要
綱
に
よ
る
高
齢
者

等
住
宅
改
造
費
助
成
に

関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の
 

定
め
る
も
の
 

8
 

市

長
 

筑
紫
野
市
小
児
慢
性
特

定
疾
病
児
童
等
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
小
児
慢
性

特
定
疾
病
児
童
等
日
常

生
活
用
具
給
付
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

（
略
）
 

地
方
税
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

9
 

市

長
 

筑
紫
野
市
日
常
生
活
用

具
費
の
支
給
に
関
す
る

規
則
に
よ
る
日
常
生
活

用
具
費
の
支
給
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

（
略
）
 

住
民
票
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

10
 
市
 

筑
紫
野
市
心
身
障
害
者
 
（
略
）
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新
 

旧
 

10
 
市

長
 

筑
紫
野
市
心
身
障
害
者

扶
養
共
済
制
度
掛
金
の

補
助
に
関
す
る
条
例
に

よ
る
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度
の
掛
金
補
助

に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の
 

（
略
）
 

住
民
票
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の
 

 

長
 

扶
養
共
済
制
度
掛
金
の

補
助
に
関
す
る
条
例
に

よ
る
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度
の
掛
金
補
助

に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の
 

住
民
票
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の
 

 

 別
表
第
3(
第
5条

第
1項

関
係
) 

 別
表
第
3(
第
5条

第
1項

関
係
) 

情
報
照
会
機

関
 

事
務
 

情
報
提
供

機
関
 

特
定
個
人
情
報
 

（
略
）
 

2 
市
長
 

生
活
保
護
法
に
よ
る

保
護
の
決
定
及
び
実

施
又
は
保
護
に
要
す

る
費
用
の
返
還
に
関

す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の
 

教
育

委
員

会
 

学
校
保
健
安
全
法
に

よ
る
医
療
に
要
す
る

費
用
に
つ
い
て
の
援

助
に
関
す
る
情
報
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の
 

3 
市
長
 

住
登
外
者
宛
名
番
号
 

教
育
委
員
 

住
登
外
者
宛
名
情
報
 

情
報
照
会
機

関
 

事
務
 

情
報
提
供

機
関
 

特
定
個
人
情
報
 

（
略
）
 

2 
市
長
 

生
活
保
護
法
に
よ
る

保
護
の
決
定
及
び
実

施
又
は
保
護
に
要
す

る
費
用
の
返
還
に
関

す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の
 

教
育

委
員

会
 

学
校
保
健
安
全
法
に

よ
る
医
療
に
要
す
る

費
用
に
つ
い
て
の
援

助
に
関
す
る
情
報
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の
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新
 

旧
 

 
管
理
機
能
に
よ
る
住

登
外
者
の
情
報
の
管

理
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の
 

会
 

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の
 

4
 

教
育

委

員
会
 

住
登
外
者
宛
名
番
号

管
理
機
能
に
よ
る
住

登
外
者
の
情
報
の
管

理
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の
 

市
長
 

住
登
外
者
宛
名
情
報

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の
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（余白） 
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       提案内容補足説明書   （ＮＯ１） 

議案番号 第４９号 企画政策部 人事課 

議 案 名 筑紫野市職員の育児休業等に関する条例及び筑紫野市職員の 

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定 

について 

（ 説 明 ） 

１．改正の趣旨  

地方公務員の育児休業等に関する法律 (平成 3 年法律第 110 号) の改正に伴い、育

児期の柔軟な働き方を実現するための措置や仕事と育児の両立を支援する措置を講じ

るため関係する条例の一部改正を行うものです。 

 

２．改正内容 

（１）育児期の柔軟な働き方を実現するための措置（部分休業制度の拡充） 

 
改正前 改正後 

対象職員 
小学校就学前の子を養育する職

員 

小学校就学前の子を養育する職

員 

制度内容 

勤務の開始時間又は終了時間に

おいて、１日につき２時間を超

えない範囲で休業が可能。 

① 第１号部分休業 

１日につき２時間を超えない範

囲で休業が可能。 

 

② 第２号部分休業 

１年につき 10 日を超えない範囲

で休業が可能。 

 

※対象職員は上記①②のいずれ

かを選択することが可能。 
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     提案内容補足説明書 継紙  （ＮＯ２） 

 

（２）仕事と育児の両立を支援する措置 

対象職員 措置内容 

・本人又は配偶者の妊娠、出産

を申し出た職員 

・３歳未満の子を養育する職員 

・仕事と育児の両立支援制度に関する情報提供

及び制度利用に係る意向確認。 

・職業生活と家庭生活の両立のため、家庭状況

に起因する支障になる事情を改善するための

配慮。 

 

新旧対照表：別紙のとおり 
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筑
紫
野
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
(第

1条
関
係
) 

新
 

旧
 

(目
的
) 

(目
的
) 

第
1条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
(平

成
3

年
法
律
第
11
0号

。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
)第

2条
第
1項

、
第
3

条
第
2項

、
第
5条

第
2項

、
第
7条

、
第
8条

、
第
10
条
第
1項

及
び
第
2項

、

第
14
条
(
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
17
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
)、

第
17
条
、
第
18
条
第
3項

並
び
に
第
19
条
第
1項

か
ら
第
3項

ま
で
及

び
第
5項

の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 

第
1条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
(平

成
3

年
法
律
第
11
0号

。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
)第

2条
第
1項

、
第
3

条
第
2項

、
第
5条

第
2項

、
第
7条

、
第
8条

、
第
10
条
第
1項

及
び
第
2項

、

第
14
条
(
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
17
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
)、

第
17
条
、
第
18
条
第
3項

並
び
に
第
19
条
第
1項

及
び
第
2項

の
規
定

に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 

(第
1号

部
分
休
業
の
承
認
) 

(部
分
休
業
の
承
認
) 

第
17
条
 
育
児
休
業
法
第
19
条
第
2項

第
1号

に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同

条
第
1項

に
規
定
す
る
部
分
休
業
(以

下
「
第
1号

部
分
休
業
」
と
い
う
。
)の

承
認
は
、
30
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

第
17
条
 
部
分
休
業
の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お

い
て
、
30
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

2 
労
働
基
準
法
(昭

和
22
年
法
律
第
49
号
)第

67
条
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間

又
は
筑
紫
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
(平

成
7年

筑
紫

野
市
条
例
第
9号

)第
15
条
の
2第

1項
の
規
定
に
よ
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受

け
て
勤
務
し
な
い
職
員
に
対
す
る
第
1号

部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
1

日
に
つ
き
2時

間
か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け

て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す

る
。
 

 

2 
労
働
基
準
法
(昭

和
22
年
法
律
第
49
号
)第

67
条
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間

又
は
筑
紫
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
(平

成
7年

筑
紫

野
市
条
例
第
9号

)第
15
条
の
2第

1項
の
規
定
に
よ
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受

け
て
勤
務
し
な
い
職
員
に
対
す
る
部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
1日

に

つ
き
2時

間
か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤

務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

(第
2号

部
分
休
業
の
承
認
) 

(新
設
) 
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新
 

旧
 

第
17
条
の
2 

育
児
休
業
法
第
19
条
第
2項

第
2号

に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す

る
同
条
第
1
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
(
以
下
「
第
2
号
部
分
休
業
」
と
い

う
。
)の

承
認
は
、
1時

間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間

数
の
第
2号

部
分
休
業
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

(1
) 

1回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が

あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が

あ
っ
た
と
き
 
当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数
 

 

(2
) 

第
2号

部
分
休
業
の
残
時
間
数
に
1時

間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
当
該
残
時
間
数
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
 

当
該
残
時
間
数
 

 

  

(育
児
休
業
法
第
19
条
第
2項

の
条
例
で
定
め
る
1年

の
期
間
) 

(新
設
) 

第
17
条
の
3 

育
児
休
業
法
第
19
条
第
2項

の
条
例
で
定
め
る
1年

の
期
間
は
、

毎
年
4月

1日
か
ら
翌
年
3月

31
日
ま
で
と
す
る
。
 

 

  

(育
児
休
業
法
第
19
条
第
2項

第
2号

の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時
間
を
基
準

と
し
て
条
例
で
定
め
る
時
間
) 

(新
設
) 

第
17
条
の
4 

育
児
休
業
法
第
19
条
第
2項

第
2号

の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時

間
を
基
準
と
し
て
条
例
で
定
め
る
時
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
と
す
る
。
 

 

(1
) 

非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員
 
77
時
間
30
分
 

 

(2
) 

非
常
勤
職
員
 
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
1日

当
た
り
の
勤
務
時
間
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新
 

旧
 

数
に
10
を
乗
じ
て
得
た
時
間
 

 

 

(育
児
休
業
法
第
19
条
第
3項

の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
) 

(新
設
) 

第
17
条
の
5 

育
児
休
業
法
第
19
条
第
3項

の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、

配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ

と
そ
の
他
の
同
条
第
2項

の
規
定
に
よ
る
申
出
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
同
条
第
3項

の
規
定
に
よ
る
変
更
(以

下
「
第
3項

変
更
」
と
い
う
。
)を

し
な
け
れ
ば
同
項
の
職
員
の
小
学
校
就
学

の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
と
任
命
権
者

が
認
め
る
事
情
と
す
る
。
 

 

  

(部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い
) 

(部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い
) 

第
18
条
 
職
員
が
育
児
休
業
法
第
19
条
第
1項

に
規
定
す
る
部
分
休
業
の
承
認

を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
筑
紫
野
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

第
13
条
並
び
に
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第
16
条
及
び
第
24
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い
1時

間
に
つ
き
、
筑
紫
野
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
第
16
条
並
び
に
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第
14
条
及

び
第
21
条
に
規
定
す
る
勤
務
1
時
間
当
り
の
給
与
額
を
減
額
し
て
支
給
す

る
。
 

 

第
18
条
 
職
員
が
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
筑
紫

野
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
13
条
並
び
に
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与

条
例
第
16
条
及
び
第
24
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い
1時

間
に
つ
き
、
筑
紫
野
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
16
条
並
び
に
会
計
年

度
任
用
職
員
給
与
条
例
第
14
条
及
び
第
21
条
に
規
定
す
る
勤
務
1時

間
当
り

の
給
与
額
を
減
額
し
て
支
給
す
る
。
 

 

(部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由
) 

(部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由
) 

第
19
条
 
育
児
休
業
法
第
19
条
第
6項

に
お
い
て
準
用
す
る
育
児
休
業
法
第
5条

第
2項

の
条
例
で
定
め
る
事
由
は
、
職
員
が
第
3項

変
更
を
し
た
と
き
と
す

第
19
条
 
第
12
条
の
規
定
は
、
部
分
休
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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新
 

旧
 

る
。
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筑
紫
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
(第

2条
関
係
) 

新
 

旧
 

(介
護
休
暇
) 

(介
護
休
暇
) 

第
15
条
 
介
護
休
暇
は
、
職
員
が
要
介
護
者
(配

偶
者
(届

出
を
し
な
い
が
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
)、

父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
者
(第

15
条
の

4第
1項

に
お
い
て
「
配
偶
者
等
」
と
い
う
。
)で

負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に

よ
り
規
則
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)の

介
護
を
す
る
た
め
、
任
命
権
者
が
、
規
則
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
申
出
に
基
づ
き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当

該
介
護
を
必
要
と
す
る
1の

継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
3回

を
超
え
ず
、
か

つ
、
通
算
し
て
6月

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間
(以

下
「
指
定
期

間
」
と
い
う
。
)内

に
お
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
。
 

第
15
条
 
介
護
休
暇
は
、
職
員
が
要
介
護
者
(配

偶
者
(届

出
を
し
な
い
が
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
)、

父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
者
(第

15
条
の

3第
1項

に
お
い
て
「
配
偶
者
等
」
と
い
う
。
)で

負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に

よ
り
規
則
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)の

介
護
を
す
る
た
め
、
任
命
権
者
が
、
規
則
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
申
出
に
基
づ
き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当

該
介
護
を
必
要
と
す
る
1の

継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
3回

を
超
え
ず
、
か

つ
、
通
算
し
て
6月

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間
(以

下
「
指
定
期

間
」
と
い
う
。
)内

に
お
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
。
 

2・
3 

(略
) 

 

2・
3 

(略
) 

 

(妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
) 

(新
設
) 

第
15
条
の
3 

任
命
権
者
は
、
筑
紫
野
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

(平
成
4年

筑
紫
野
市
条
例
第
3号

)第
20
条
第
1項

の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た

っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
(以

下
こ
の
項
に
お
い
て

「
申
出
職
員
」
と
い
う
。
)に

対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

 

(1
) 

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
(次

号

に
お
い
て
「
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
)そ

の
他
の
事
項
を
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新
 

旧
 

知
ら
せ
る
た
め
の
措
置
 

 

(2
)
 
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
、
申
告
又
は
申
出
(以

下
「
請
求

等
」
と
い
う
。
)に

係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
 

 

(3
) 

筑
紫
野
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
20
条
第
1項

の
規
定

に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
申
出
職
員
の

家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生
の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発

生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と

な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る

た
め
の
措
置
 

 

2 
任
命
権
者
は
、
3歳

に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
(以

下
こ
の
項
に
お

い
て
「
対
象
職
員
」
と
い
う
。
)に

対
し
て
、
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

(1
) 

対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
(次

号

に
お
い
て
「
育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
)そ

の
他
の
事
項
を

知
ら
せ
る
た
め
の
措
置
 

 

(2
) 

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確

認
す
る
た
め
の
措
置
 

 

(3
) 

対
象
職
員
の
3歳

に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る

対
象
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改

善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
 

 

3 
任
命
権
者
は
、
第
1項

第
3号

又
は
前
項
第
3号

の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認

し
た
事
項
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
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新
 

旧
 

な
い
。
 

 

 

(配
偶
者
等
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職
員
に
対
す
る
意
向
確

認
等
) 

(配
偶
者
等
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職
員
に
対
す
る
意
向
確

認
等
) 

第
15
条
の
4 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
配
偶
者
等
が
当
該
職
員
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
況
に
至
っ
た
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、

仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
(以

下
「
介
護
両
立
支
援

制
度
等
」
と
い
う
。
)そ

の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
介
護
両
立

支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
15
条
の
3 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
配
偶
者
等
が
当
該
職
員
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
況
に
至
っ
た
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、

仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
(以

下
「
介
護
両
立
支
援

制
度
等
」
と
い
う
。
)そ

の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
介
護
両
立

支
援
制
度
等
の
申
告
、
請
求
又
は
申
出
に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2 
(略

) 

 

2 
(略

) 
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（余白） 
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 提案内容補足説明書 
議案番号 第５０号 市民生活部 国保年金課 

議 案 名 筑紫野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

（ 説 明 ） 

 今回の条例改正は、国民健康保険法（昭和33年法律第192号）の改正により、健康

保険証返還の求めに応じない国民健康保険対象世帯の世帯主に対し過料を科する規

定が廃止されたため、同様に本条例を改正するものです。 

 

 新旧対照表：別紙のとおり 
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筑
紫
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
新
旧
対
照
表
 

新
 

旧
 

(過
料
) 

(過
料
) 

第
12
条
 
世
帯
主
が
法
第
9条

第
1項

若
し
く
は
第
5項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を

せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
場
合
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 
に

お
い
て
は
、
そ
の
者
に
対
し
10
0,
00
0円

以
下
の
過
料
を
科
す
る
。
 

 

第
12
条
 
世
帯
主
が
法
第
9条

第
1項

若
し
く
は
第
9項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
場
合
又
は
同
条
第
3項

若
し
く
は
第
4

項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
に
対
し
10
0,
00
0円

以
下
の
過
料
を
科
す
る
。
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       提案内容補足説明書    

議案番号 第５１号 教育部 文化・スポーツ振興課 

議 案 名 工事請負契約の締結について 

（ 説 明 ） 

筑紫野市文化会館の老朽化した舞台照明設備を更新するものです。 

詳細につきましては、以下のとおりです。 

１ 契約件名 文化会館舞台照明設備更新工事 

２ 工事場所 筑紫野市上古賀一丁目５番１号 

３ 工事概要 舞台調光設備更新 

       舞台照明設備更新 

       舞台照明設備配管配線工事 

４ 工事期間 自 議会議決を通知した翌日 

        至 令和８年８月３１日 
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（余白） 
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       提案内容補足説明書   （ＮＯ１） 
議案番号 第５２号 総務部 財政課 

議 案 名 令和７年度筑紫野市一般会計補正予算（第５号）について 

（ 説 明 ） 

１．令和７年度筑紫野市一般会計補正予算（第５号） 

 （１）歳入歳出予算の補正                 （単位：千円） 

歳入歳出予算補正前の額 歳入歳出予算補正額 歳入歳出予算補正後の額 

42,945,712 763,740 43,709,452 

 

 歳出予算補正の主な内容  

２・１・８ 15 基金積立事業（財政課）・・・ｐ10 

     財政調整基金（令和６年度決算剰余金積立のため）    478,927千円 

          創生振興基金（令和６年度ふるさと応援寄附金積立のうち、令和６年度に

積立できなかった金額を積み立てるため）         108,136 千円 

 

３・２・５ 13 子どものための教育・保育給付事業（保育）（こども政策課） 

                             ・・・ｐ10 

     扶助費増（第３子以降保育料無償化に伴い、財源変更及び扶助費を増額す

るもの）                         1,820 千円 

 

  ３・２・５ 35 届出保育施設等第３子以降保育料助成事業（こども政策課） 

                              ・・・ｐ11 

      補助金皆増（第３子以降保育料無償化に伴い、届出保育施設等第３子以降

保育料助成事業補助金を新設するもの）            30,870千円 

 

 ４・１・３ ９ 産後ケア事業（こども家庭課）・・・ｐ11 

      委託料増（利用者の増加に伴い、委託料を増額するもの） 6,600千円 
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     提案内容補足説明書 継紙  （ＮＯ２） 
 ９・１・３ 57 生徒指導総合推進事業（学校教育課）・・・ｐ12 

      報償費増（スクールカウンセラーが想定より多く派遣されているため、

報償費を増額するもの。）                2,334千円 

 

 ９・２・２ 21 二日市小学校校舎増改築事業（教育政策課）・・・ｐ12 

      単独工事費皆増（基本設計の結果により、一部工事を前倒しして行う必

要が生じたため、単独工事費を増額するもの。）      72,532千円 

 

 歳入予算補正の主な内容  

14・２・１ 民生費負担金（こども政策課）・・・ｐ７ 

保育所運営費保護者負担金（第３子以降保育料無償化に伴うもの）            

△28,331千円 

 

 16・２・１ 民生費国庫補助金（こども政策課）・・・ｐ７ 

      子ども・子育て支援交付金（定率）（産後ケア事業の増に伴うもの） 

                                  3,300千円 

 

 17・２・１ 民生費県補助金（こども政策課）・・・ｐ８ 

      第３子以降保育料無償化事業費補助金（1/2）（第３子以降保育料無償化

に伴うもの）                      30,509千円 

 

 17・２・３ 衛生費県補助金（こども家庭課）・・・ｐ８ 

      福岡県産後ケア利用促進費補助金（1/4）（産後ケア事業の増に伴うもの） 

1,650千円 

 

 20・１・１ 基金繰入金（財政課）・・・ｐ８ 

      公共施設等整備基金繰入金（二日市小学校校舎増改築事業の増に伴うも

の）                         36,266 千円 
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 提案内容補足説明書    

議案番号 第５３号 市民生活部 国保年金課 

議 案 名 令和７年度筑紫野市国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第１号）について 

（ 説 明 ） 

１．令和７年度筑紫野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 （１）歳入歳出予算の補正                 （単位：千円） 

歳入歳出予算補正前の額 歳入歳出予算補正額 歳入歳出予算補正後の額 

9,698,822 124,450 9,823,272 

  

   歳出予算補正の内容  

７・１・５ １ 保険給付費等交付金償還金（国保年金課）・・・ｐ８        

償還金（償還額確定のため）           103,717千円 

８・１・１ １ 予備費（国保年金課）・・・ｐ８         

予備費（歳入超過分の収支調整のため）       20,733千円 

 

 歳入予算補正の内容  

 ５・１・１ 一般会計繰入金（国保年金課）・・・ｐ７ 

職員給与費等繰入金（事務費補助金額の確定によるも）△112千円 

６・１・１ 繰越金（国保年金課）・・・ｐ７ 

前年度繰越金（令和６年度繰越金を計上するもの） 124,450千円 

８・１・２ 社会保障・税番号制度システム整備費補助金（国保年金課）・・・ｐ７ 

社会保障・税番号制度システム整備費補助金（定額） 

（補助額の確定によるもの）             112千円 
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（余白） 
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 提案内容補足説明書    

議案番号 第５４号 教育部 学校教育課 

議 案 名 令和７年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計補正予算 

（第１号）について 

（ 説 明 ） 

１．令和７年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計補正予算（第１号） 

 （１）歳入歳出予算の補正                 （単位：千円） 

歳入歳出予算補正前の額 歳入歳出予算補正額 歳入歳出予算補正後の額 

6,557 273 6,830 

 

 歳出予算補正の内容  

１・１・１ １ 奨学資金貸付事業（学校教育課）・・・ｐ14 

              貸付資金（歳入予算増額による奨学資金貸付金の増額）  273千円 

 

 歳入予算補正の内容  

２・１・１ 一般会計繰入金（学校教育課）・・・ｐ13 

      一般会計繰入金（令和６年度決算歳入超過のため）   △1,917千円 

３・１・１ 繰越金（学校教育課）・・・ｐ13 

      前年度繰越金（令和６年度繰越金を計上するもの）   2,590千円 

４・１・１ 貸付金元利収入（学校教育課）・・・ｐ13 

      入学支度金立替金返還金（返還額確定に伴うもの）   △400千円 
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（余白） 
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 提案内容補足説明書    

議案番号 第５５号 健康福祉部 高齢者支援課 

議 案 名 令和７年度筑紫野市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

について 

（ 説 明 ） 

１．令和７年度筑紫野市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 （１）歳入歳出予算の補正                 （単位：千円） 

歳入歳出予算補正前の額 歳入歳出予算補正額 歳入歳出予算補正後の額 

7,929,272 186,027 8,115,299 

 

  歳出予算補正の内容  

５・１・１ １ 第１号被保険者保険料還付金（高齢者支援課）・・・ｐ21 

      過誤納還付金（還付金不足見込みのため）        408千円                    

５・１・２ １ 償還金（高齢者支援課）・・・ｐ21 

      国庫支出金返還金（令和６年度超過交付分返還のため） 18,204千円                   

      県支出金返還金（令和６年度超過交付分返還のため）  3,819千円                     

   社会保険診療報酬支払基金返還金（令和６年度超過交付分返還のため） 

                             16,697千円    

  ６・１・１ １ 予備費（高齢者支援課）・・・p21 

      予備費（歳入超過分の収支調整のため）       146,899千円 

 歳入予算補正の内容  

４・２・２ 地域支援事業交付金（高齢者支援課）・・・ｐ20 

過年度分（令和６年度分追加交付のため）       867千円 

６・１・１ 介護給付費負担金（高齢者支援課）・・・ｐ20 

過年度分（令和６年度分追加交付のため）      19,262千円 

８・１・１ 繰越金（高齢者支援課）・・・ｐ20 

      前年度繰越金（令和６年度繰越金を計上するもの） 165,898千円 
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 提案内容補足説明書    

議案番号 第５６号 市民生活部 国保年金課 

議 案 名 令和７年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

（第１号）について 

（ 説 明 ） 

１．令和７年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

 （１）歳入歳出予算の補正                 （単位：千円） 

歳入歳出予算補正前の額 歳入歳出予算補正額 歳入歳出予算補正後の額 

3,261,721 65,653 3,327,374 

  

 歳出予算補正の内容  

２・１・１ １ 広域連合納付金（国保年金課）・・・ｐ27 

      保険料等負担金（令和６年度保険料等負担金精算分の額が確定したた

め）                        63,894千円 

                       

 ４・１・１ １ 予備費（国保年金課）・・・ｐ27          

       予備費（歳入超過分の収支調整のため）        1,759 千円 

 

 歳入予算補正の内容  

 ４・１・１ 繰越金（国保年金課）・・・ｐ26 

       前年度繰越金（令和６年度繰越金を計上するもの）  65,653 千円 
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